



前 島 康 男＊ 
 
Neo-Liberalism society , school refusal and the Hikikomori problem 





Today, there are several big problems such as bullying of children, school refusal, suicide and 
Hikikomori in Japan. This essay focuses on the problem of school refusal and Hikikomori. 
At first, I will reveal historical background of it. Secondly, I will search these theory.  
Finally, I will discover the way of settlement school refusal and Hikikomori. 
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ウ. フリーターの増加：1992 年 101 万人→2000 年 193
万人 
エ. 無業者の増加：大卒：1992 年５.７％→2002 年 21.
７％（約12万人）、高卒：1992年４.７％→2002年 
 10.５％（約14万人） 
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＜註＞ 
註１.高垣忠一郎は、常 「々不登校」ではなく「登校拒否」
という言葉を使用している。それは、次のような意味です。
「確かに子どもは学校に行こう、行かねばならないと頭で
思っている。でも心や体が拒否している。ならば『拒否』
という言葉を使ってやらなければならない。『不登校』は
学校に行っていない状態を指すだけの毒にも薬にもなら
ない中立的な言葉だ。だが、『登校拒否』という言葉には
子どもが『なぜ、何を』拒否しているのかを問う力がある。
だから、この言葉をあえて使い続けているのです。」（高垣、
「登校拒否の子どもから見える『包摂と排除』の問題」、
日本臨床教育学学会『臨床教育学研究』第６巻、2018） 
註２.久冨善之(2014)「教育の社会性と実践性を追求して」、
教育科学研究会編『戦後日本の教育と教育学』、かもがわ
出版 
註３.前島康男（2015）『大学教育と「絵本の世界」（中巻）
—-憲法・戦争・教育改革、３.11東日本大震災と子ども・
教育、いじめ問題を考えるー』（創風社） 
註４.註３と同じ。 
註５.内閣府（2010 及び 2016）『若者の意識に関する調査
（ひきこもりに関する実態調査）報告書。 
註６.村澤和多里（2017）「『ひきこもり』についての理解
と支援の新たなる枠組みをめぐって：心理・社会的な視点
からの探求」、北海道大学博士論文 
註７.前島康男（2017）「登校拒否・不登校問題と教育機会
確保法——私たちにできることは何かー」、全国登校拒否・
不登校問題研究会『登校拒否・不登校問題のこれからを考
えよう』、生活ジャーナル 
註８.高田美恵子、教育科学研究会『教育』 NO.772 
註９.ミシェル・フーコー（1975）『監獄の誕生—監視と処
罰—』新潮社。同、（1978）『生政治の誕生』筑摩書房 
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